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海洋バイオマス
（ブルーカーボン）
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陸上バイオマス
（グリーンカーボン）

Cellulose acetate

(CA)

R1, R2, R3, R4, R5, R6

= H or CH3CO

OO
O

OO
O

O O

n

 

O

OR1

R2

R3
R4

R5 R6

O

OH
OHO

O

OH

O
OH

OH

OH
n

 

Starch     

Polymer, 205, 122790 (2020)

J. Membr. Sci., 586, 7 (2019)

J. Appl. Polym. Sci., 136, 48223 (2019)

人や動植物に

安全な物質や

製造法の選択



褐藻類

カニ エビ

高性能モノマテリアル包装を実現するバイオプラスチック
高分子膜の酸素 (O2)・二酸化炭素 (CO2) の透過係数の比較

サステナブルな

抽出・製造

高バリア・

長期保存用

適度な透過性・

短期消費用

バリア性が

求められる包装

バリア性が

重要でない包装

地球にやさしい

脱炭素社会へ

安全・安心な

製品と暮らし

リサイクル・コンポストで

循環型社会へ

廃棄物問題の

解決に貢献

新たな価値総創出と

持続可能な社会への貢献

この研究がつくる、明るい未来
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次世代型包装材料で循環型社会へ

資源の多様化で、安定供給と
持続可能な社会を支えます。

コンポスト化施設により人の手で
資源を循環します。

単一素材でリサイクル性を高め、
資源循環を促進します。

環境にやさしく、人にもやさしい
製品で豊かな暮らしを守ります。


